
科目名 国語Ⅳ（ JapaneseⅣ ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 45 時間

担　当　教　員 【非常勤】　講師　小川　富子　（【副担当】　准教授　赤迫　照子）

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

ディベートを通して、次のそれぞれの能力をつける。
　①　「聴く」能力を高めるとともに、情報を収集・選択し、整理することができる。
　②　物事を多面的に捉え、制限時間内で一定の内容を主張できる。
　③　人前で「話す」ことに慣れる。

第4学年 機械工学科 学修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

自分のチームに有利な情報
を中心となって収集・選択す
ることができ、的確な発言が
できる。自分の役割を果た
し、チームが2勝する。

自分のチームに有利な情報
を収集・選択することがで
き、的確な発言ができる。自
分の役割を果たし、チーム
が１勝する。

自分のチームに有利な情報
を収集・選択することがで
き、発言ができる。

情報を収集・選択することな
く、発言もできない。

到達目標
②

制限時間を有効に使い、相
手チームにどの方向からも
反論でき、かつ主張が説得
力を持つ。

制限時間を有効に使い、相
手チームにうまく反論でき
る。

制限時間を有効に使うこと
はできないが、自分のチー
ムに沿った主張ができる。

制限時間を有効に使えな
い。自分のチームに沿った
主張ができない。

到達目標
③

全体に自分の主張を「話す」
時に必要な、声の大きさ、ス
ピード、目線、マナーなどが
適切である。

全体に自分の主張を「話す」
時に必要な、声の大きさ、ス
ピード、目線、マナーなどが
やや適切である。

全体に自分の主張を「話す」
時に必要な、声の大きさ、ス
ピード、目線、マナーなどが
一つだけ適切である。

全体に自分の主張を「話す」
時に必要な、声の大きさ、ス
ピード、目線、マナーなどが
何一つ出来ていない。

学習・教育到達目標 G① JABEE基準１（２） (f)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 20 40 40 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【論理的思考】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ　国語Ⅱ　国語Ⅲ

教科書 使用しない。資料は教員が準備する。

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

３年までに培ってきた国語力を使い、ディベートで幅広い情報・知識に応用していく。普段から社会で起きている事柄に注視し
ておくことが望まれる。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

国語力は、これから先を生きて行く上で、重要な武器となる。そのためにも、自ら意欲的に取り組んでもらいたい。また、社会
で起こっている事柄に興味を持ち、「考え深い」大人になることを目指してほしい。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ディベートの方法 ディベートの方法を理解する。

（予習）与えられた論題に
ついて、資料を収集し選択
して主張をまとめておく。
制限時間内で主張できる
ように事前に練習してお
く。
（復習）国語の常識問題に
関しては、その日のうちに
繰り返し学習して定着させ
る。

一巡目のディベートを実践して、情報の集め方や、
発言の仕方が理解できるようになる。
国語の常識問題にも取り組む。

ディベートの実践　③

ディベートの実践　④

ディベートの実践　①

ディベートの実践　②

ディベートの実践　⑦

ディベートの実践　⑧

ディベートの実践　⑤

ディベートの実践　⑥ ニ巡目開始。（一巡目とはメンバーを交代する。）

ニ巡目の続き。一巡目の弱点を克服する。

ディベートの実践　⑪ 三巡目開始。（二巡目とはメンバーを交代する。）

ディベートの実践　⑫

ディベートの実践　⑨

ディベートの実践　⑩

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

ディベート特別編
ディベート特別編は、クラスのベストディベーター
（上位８名）で行なう。模範的なディベートを聴いて、
その技術を取り入れる。

期末試験

返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

ディベートの授業のまとめをする。


